
芸術・スポーツなど、秋は様々な大会やコンクールが行われます。本校からも様々な大会やコンクール

で入賞した児童がたくさんいますので、まとめて紹介します。

「わたしたちの夢のトラック」絵画コンクール
最優秀賞 ３年 福島英吉

最優秀賞は県内各学年１点だけですから、快挙です。

左は１０月１０日の子ども佐賀新聞４８３号に掲載さ

れた記事です。

唐津ぴーぷるカップミニバスケットボール大会
準優勝 外町シューターズ

６年 白川斗夢 ４年 白川斗愛

７月２４日に行われた大会です。男子９チームの中

で見事、準優勝に輝きました。

七夕書き方会 毎年行われている硬筆と毛筆のコンクールです。

【硬筆の部】

県入選 ２年 近藤ようた

地区特選 ３年 古賀ゆかり ４年 千葉あんか ５年 早瀨あかり

地区入選 １年 古賀ゆな 井上さな 山口さなん 坂本ゆきと

２年 牧野かほ 寺山れん

３年 井上めい 山口そうすけ 山口よう

４年 岩田りお 大石かねつぐ

５年 山口かい 森園みお 近藤いのり

６年 坂本ほのか 岩田けいと 鶴たくみ 堀川すい 太田いのり
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【毛筆の部】

地区特選 ３年 野﨑れんと ４年 松永りくと

地区入選 ３年 田中しょう 宮﨑よしぞう 古賀とき

４年 太田あまね 白川とあ

５年 小島りか 熊本めいさ 宮﨑ちほ

荒川きらら 石山ゆあ

６年 渡邊りおな

青少年読書感想文コンクール 県審査の結果は出ていませんので、唐津地区審査結果だけお知らせします。

地区特選 ５年 伊藤けいご(※県出品)

地区入選 １年 井上さな １年 菅野ひおり １年 濵口まお

３年 寺山ひなた ５年 熊本めいさ ６年 鶴たくみ

虹の松原旗争奪少年野球大会
学校だより１３号で、玄海町長旗争奪

少年野球大会での佐志シャークの準優勝についてお知らせして

いましたが、８月２３日に行われた上記の大会で、今回は優勝

したそうです。それも、決勝戦は前回敗れたチームだったそう

ですから、雪辱を果たしたことになりますね。これで優勝２回、

準優勝１回、たいしたものです。

(左の写真は６年生西元旺志朗さんと、吉田享介さんと、マネー

ジャーの？？山田先生)

１０月８日(金)に人権擁護委員の吉田さんと渡辺さんに来ていた

だき、２年生が人権教室を行いました。使った教材は「しあわせの

バケツ」。簡単にあらすじをお伝えすると、人が喜ぶことをすると

一杯になり、嫌がることをすると空になる「しあわせのバケツ」を

誰もが持っていて、相手のためを思った行動でしか相手と自分のバ

ケツを一杯にできないというものです。ここから、バケツを一杯に

する行いについて考えていきました。「人に嫌な思いをさせて、そ

の人のバケツを空にしても、自分のバケツも空になってしまう」と

いう言葉には、大人も考えさせられます。

６年生の児童と保護者の皆さんには、すでにお伝えしましたが、１１月末に予定している６年生修学旅行

は、今年度も宿泊をしないこととしました。理由はいくつかありますが、何と言っても新型コロナ感染リス

クが最も高いのが宿泊であり、万一の時は６年生全体の学年閉鎖が避けられないということです。不安をも

って旅行をするよりも、リスクを避けて気持ちよく旅行を楽しむことを優先しました。日程は日帰りの２日

間。１日目は予定通り長崎市内で、２日目は吉野ヶ里歴史公園での体験活動を行い

ます。宿泊は修学旅行の目的ではありません。友達とともに見学や班別行動、体験

活動を行うことで、歴史や文化に対する見識を広げることが１番の目的です。６年

生の皆さんには「連れて行ってもらう修学旅行」ではなく、「意欲的に主体的に楽

しむ修学旅行」を自分たちで創ってくれることを期待しています。


